











































































































 18 世紀後期から 19 世紀前期にかけては、鉄座政策期以来の不景気により既存鑪師の衰
微が進行したため、鑪師の共同による銑鉄価格回復運動が展開されたほか、民間の主導に
よる鉄山経営存続が図られる一方で、既存鑪師と利害対立が生じた村方による鑪新設や、
新興鑪師の台頭も見られた。当該期は、石見銀山領における鉄山経営が動揺し、鑪製鉄業
の担い手に変化が生じた時期であり、その背景には、鑪製鉄業と地域経済の不可分な関係
が存在していたと言える。 
 
